
～手づかみ食べ支援のポイント～ 

①ご飯をおにぎりに、野菜をスティック状に 

＊赤ちゃんが握りやすいのは、1 cm角・長さ 7cmが目安 

９～１１か月のカミカミ期後半は、平たいものを挟むように持ったり、指先で小さなものをつまんだり

と繊細な動きができるように。野菜スティックばかりでなく、小判型のおやきやボール型のおにぎりを

プラスして、バリエーションを増やしましょう 

 

②前歯を使って自分なりの一口量を噛みとる練習を 

赤ちゃんの口にすぽっと入る大きさがGOOD★（単一電池くらいの大きさです） 

 

③食べ物は子ども用のお皿、汁物は少量入れたものを用意 

食器を落とすなんて日常茶飯事。事前に対策を。 

 

④汚れてもいい環境を 

エプロンをつけたりテーブルの下に新聞紙やビニールシートを敷いて、 

散らかってもいい準備を整えてあげましょう 

 

⑤たっぷり遊んで規則的な食事リズムを 

自発的に食べる行動を起こさせるには、食事時間に空腹を感じていることが基本 

 

⑥食事の環境 

 

実物大 1cm角、長さ 7cm 
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